





















































































































































及をされたんですが，今年の 4月から 27 年の 3 月

















































































































































































































ピークってだいたい 20 から 22，3 までですよね．










































































































































































ね，昭和 38 年です．39 年がオリンピックでしたか
ら，前の年に調査が，厚生省が調べたんです．そし
たら 153 名だったんですね．そしたらこの 49 年間
で何名になりました？　何倍ですか？　320 倍です
よ．すごい数ですよね．このままいきますと 2025





















































































































































































































































すね，23 年度の数字，22 年度はこの 8月 15 日に発
表になりまして，カロリーベースで 39 パーセント，
ですから 61 パーセント輸入なんですけども，この









































ですよ．そして群馬県が 34 で栃木県が 72 で，茨城
県 70 です．徹夜して覚えましたけどね．
　ですけどね，こういうことを知らないんです，皆
さんね．もっとね，ご自分のところで，これから食
料がなくなってくることを考えながら，やっぱり
ね，こういうものを目指す，目を持たないと，日本
の国っていうのはこれからえらいことになると思い
ますので，是非ですね，食育をこれからどうぞ理解
していただいて，若い人たちにはこれが理解出来
て，そしてこれをもっとですね，進められるような
政策につなげていきたいなというふうに思ってます
ので，どうぞよろしくお願いします．終わります，
ありがとうございました．
小出　服部先生，どうもありがとうございます．食
育からですね，日本の文化，あるいはですね，経済
にまで，多岐にわたってお話していただきましてあ
りがとうございます．現在この食育基本法のです
ね，第 2次と言いまして，少しこれを改正していこ
うといったところを，今先生が着手してるところで
あるそうでありますので，またこれはインターネッ
トで見ていただければ，皆さんよろしいかと思いま
す．
　もう 1つはですね，先ほど先生からご紹介あった
んですが，『食育のすすめ』といった，こんな本が
ですね，出ております．「愛する家庭料理が健やか
な子供を育てる」といった，こんなサブタイトルが
付いております．『豊かな食卓を作る50の知恵』と．
それからあとですね，『笑う食卓シリーズ』という
かたちで『食育の本』というのが完全保存版ってい
うので出ておりますので．また先生は，この食育基
本法をですね，英文にされまして，これを海外でも
アピールしようというので，今ご活躍されていると
こであります．よろしかったら是非，これもまた参
考にしていただければと思います．
　本日は服部先生，長い 1時間にわたるご講演を賜
りまして，まことにありがとうございました．皆さ
ん拍手をもってですね，お送りしたいと思います．
ありがとうございます．
